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　目的　日常生｡辿におしリ榎取渫る了ミノ盤量にっいT IS.国民栄養綱皇成撞から単純に

概算したフミj酸摂取量がある・みで。名年齢層。人々が献立から直椿ビ。程度のフぶノ

酸色榎取寸石かに■nい・は、艶測上からも含t-箕上からも全く報告かみられない。演者らは

この点に鬼§し単なる前巻夜取量調査では-&.＜. 名年齢犀別I:; 豪農所要量を^だした煮

準献立が, 果I て名1＼6須了ミ) 酸の､虹要量色充瓦にているか、又か痢ひるT i ) 酸組成ﾉヽ?

ヌ-ン包冽するかを、吏験ならびに計臓心よ。て濤討することにL た。

　方法　年齢層別とし７　乳児期ぼ汁・みト離乳期哺期、φ期、後期、屯T t

学童期I 6プレ　巴春期{ 12才ト成心期（20才㈹ト老ん期t 如才ぶよ) てｱ､各期

におけI, I日。栄奏所要量を乞七寸献立色名期別に30日冷作成した。名献立にっしヽコは

板例を実際心調理後、凍結乾燥、加水ﾉ分解し、クロマμ7"ラフ、に色により了ぷノ酸組成

乞か析し犯。一方、全献立につい1 . 牡学技術庁頁源調査巻けよる日本食品了ぶノ朧組成

是を用い、献立。了ミノ酸組ぼを算出し瓦。これらの結果を岡い、各年齢辰剔のr ぶI 酸

摂取パ/タ-ンを作成、量的、質的検釘乞行低っ瓦。

　結果　各l必須、ST りこ了ミノ酸＼ 日摂取量は乳児期から匙春期・順に: _｡昇し、吠人期、老

人期に分け１下降する、抹重｡h当友り盾アきノ謐（ヵ頂取呈は、離乱胞ﾐ∫期に最も高＜、μ

嫌老ん期にかけて下降寸る。これら乞FAO/WHO 心須アミノ酸心専量り<?73）に対する倍

率で表わすと、威人期に葱しく高い。T ぶ)酸価は敵瓦期に各食き哭リO）変動かヽ犬念く、

加齢と共に変動範囲か峡3. i>、各年齢別摂取T ミ; 酸パターンa に較的類似L てい屁。
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